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海
峡
に
引
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
資
料
も
ほ

と
ん
ど
が
『
中
華
人
民
共
和
国
地
図
集
』
な

ど
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
て
い
る
た
め
、
台
湾

が
中
国
の
一
部
と
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
帝
国
書
院
に
連
絡
を
入
れ
た
と

こ
ろ
、
担
当
編
集
者
は
「
台
湾
は
中
華
人
民

共
和
国
の
一
部
で
間
違
い
な
い
」
と
、
た
め

ら
う
こ
と
な
く
断
言
し
た
。
そ
こ
で
「
し
か

し
、
地
図
帳
で
台
湾
は
中
国
の
省
扱
い
さ
れ

て
い
な
い
が
」
と
重
ね
て
聞
く
と
「
中
国
の

一
部
で
は
あ
る
が
、
統
治
の
及
ん
で
い
な
い

地
域
」
だ
と
明
言
。
同
社
は
中
学
校
地
図
帳

で
も
ま
っ
た
く
同
じ
返
答
を
し
て
い
る
。

　

一
方
、
二
宮
書
店
は
「
中
国
は
台
湾
省
と

見
て
い
る
が
、
中
華
民
国
も
主
権
国
家
と
言

っ
て
い
る
の
で
、
両
方
に
対
処
し
て
い
る
。

近
隣
諸
国
で
も
あ
る
し
…
…
。
中
国
の
省
名

は
赤
字
の
ゴ
シ
ッ
ク
で
、
台
湾
は
墨
で
明
朝

に
し
て
い
る
」
と
、
慎
重
な
返
答
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
日
本
政
府
は
台
湾
が
中
国
領
だ

と
は
認
め
て
い
な
い
。
執
筆
者
、
出
版
社
、

文
科
省
に
は
、
改
め
て
政
府
見
解
に
則
っ
た

表
記
を
求
め
て
ゆ
き
た
い
。

■

高
校
地
図
帳
も
中
学
校
と
同
じ
表
記

　

去
る
三
月
二
十
九
日
、
文
部
科
学
省
は
高

校
教
科
書
の
検
定
結
果
を
公
表
し
た
。

　

今
回
の
検
定
の
特
徴
は
、
検
定
意
見
で
領

土
の
記
述
を
明
確
に
す
る
よ
う
指
導
し
、
修

正
が
相
次
い
だ
こ
と
だ
。「
地
理
歴
史
、
公

民
（
地
図
を
含
む
）
の
両
教
科
で
領
土
を
め

ぐ
る
記
述
の
う
ち
四
六
％
に
当
た
る
、
北
方

領
土
十
六
カ
所
▽
竹
島
二
十
カ
所
▽
尖
閣
諸

島
二
十
四
所
の
計
六
十
カ
所
に
『
我
が
国
の

領
土
で
あ
る
こ
と
が
理
解
し
が
た
い
表
現
』

な
ど
の
検
定
意
見
が
つ
い
た
」（
三
月
三
十

日
付
「
毎
日
新
聞
」）
と
い
う
。

　

し
か
し
、
本
会
は
昨
夏
よ
り
、
台
湾
を
中

国
領
と
誤
記
す
る
中
学
校
の
地
図
帳
（
帝
国

書
院
・
東
京
書
籍
）
を
問
題
視
し
、
そ
の
是

正
を
求
め
て
き
た
が
、
今
回
の
検
定
を
パ
ス

し
た
高
校
地
図
帳
も
中
学
校
地
図
帳
と
ま
っ

た
く
同
じ
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。

　

高
校
の
場
合
は
、
三
社
か
ら
次
の
五
冊
の

地
図
帳
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

『
地
歴
高
等
地
図
│
現
代
世
界
と
そ
の
歴
史

的
背
景
│
最
新
版
』（
帝
国
書
院
）

『
新
詳
高
等
地
図　

初
訂
版
』（
帝
国
書
院
）

『
詳
解
現
代
地
図
』（
二
宮
書
店
）

『
基
本
地
図
帳
改
訂
版　

世
界
と
日
本
の
い

ま
を
知
る
』（
二
宮
書
店
）

『
新
高
等
地
図
』（
東
京
書
籍
）

■

帝
国
は「
台
湾
は
中
国
領
」と
断
言

　

こ
の
五
冊
の
地
図
帳
は
す
べ
て
、
台
湾
と

中
華
人
民
共
和
国
の
間
に
国
境
線
が
引
か
れ

て
お
ら
ず
、
国
境
線
は
太
平
洋
側
と
バ
シ
ー

台
湾
を
中
国
領
と
誤
記
す
る

検
定
通
過
の
高
校
地
図
帳

本
誌
編
集
部

台湾の東側に国境線が引か
れている二宮書店の地図帳


